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労
働
の
生
産
性
測
定
の
基
本
問
題

一
、
労
働
の
生
産
性
の
意
義

二
、
労
働
按
入
量
測
定
の
賭
問
題

三
、
産
出
量
測
定
の
諸
問
題

四
、
労
働
の
生
産
性
の
測
定
法

五

、

む

す

び

近
時
、
わ
が
国
に
於
て
も
盛
ん
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
生
産
性
に
つ
い
て
、
し
か
も
、
そ
の
統
計
的
操
作
に
つ
い
て
の
一
連
の
基

本
問
題
を
述
べ
る
こ
と
が
、
こ
の
稿
の
目
的
で
あ
る
。

「
変
動
経
済
の
安
定
、
輸
出
入
の
バ
ラ
ン
ス
の
必
要
、
完
全
雇
傭
政
策
と
高
度
の
生
産
水
準
を
達
成
す
る
に
は
、
労
働
の
生
産
性

(

1

)

 

が
あ
ら
ゆ
る
国
家
的
、
国
際
的
団
体
に
と
つ
て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
」
と
い
わ
れ
る
労
働
の
生
産
性
が
、
特

に
脚
光
を
あ
び
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ア
メ
リ
カ
生
産
性
本
部
、

労
働
の
生
産
性
測
定
の
基
本
問
題
（
高
木
）

高

木

秀

ロ
ン
ド
ン

玄



の
変
動
と
そ
の
原
因
に
つ
い
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

の
Anglo-Ameri<:l:5
 Council 
on 
Productivity, 

Equipment 
Plan
お
よ
び

Interministerial
Committee on Productivity
更
に
一
九
五
三
年
三
月
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経

T
h
e
 Commissioner、General
for 
the 
Industrial 

済
協
力
機
構
」

(
T
h
e
Organisation For European Economic Co-Operation)内
に
設
立
さ
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
生
産
性

6
2
)
 

本
部
」
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
掲
げ
る
目
的
は
多
少
の
表
現
上
の
相
違
は
あ
っ
て
も
、
労
働
の
生
産
性
の
測
定
と
比
較

に
つ
い
て
の
正
確
に
し
て
完
全
な
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
シ
ョ
ン
を
調
達
す
る
こ
と
に
あ
り
、
特
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
「
（
一
）
労
~

の
生
産
性
の
測
定
方
法
は
、
そ
の
現
在
と
り
あ
っ
か
う
範
囲
を
超
え
て
前
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
生
産
の
測
定
、

労
働
投
入
量
と
価
格
安
定
要
因
の
問
題
が
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
二
）
長
期
に
わ
た
る
歴
史
的
研
究
は
、
労
働
の
生
産
性

（
三
）
現
在
の
資
料
は
、
そ
れ
が
利
用
し
得
る
よ
う
に
な
る
と
き
は
既
に

時
間
的
に
役
に
立
た
な
い
よ
う
に
な
る
か
ら
当
面
の
利
用
し
得
る
資
料
へ
対
す
る
緊
急
な
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
会
議
の
結
果
が
出

(

3

)

 

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
一
般
の
関
心
が
昂
ま
る
こ
と
の
予
想
の
も
と
で
、
一
九
四
八
年
三
月
に
「
国
際
労
働
機
構
」

(

4

)

 

は
第
七
回
国
際
労
働
統
計
家
会
議
の
会
議
事
項
に
労
働
の
生
産
性
の
統
計
的
方
法
を
加
え
た
。
そ
の
後
一
九
五
三
年
の
ロ
ー
マ
ー
会

議
で
の
決
議
に
よ
り
上
述
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
協
力
機
構
」
と
協
力
す
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
性
統
計
の
基
礎
用
語
の
統
一
が
両

(

5

)

 

者
間
に
行
わ
れ
、
現
に
炭
抗
労
働
、
金
属
取
引
業
、
製
造
工
業
の
労
働
の
生
産
性
の
測
定
結
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
測
定
対
象
と
し
て
の
「
生
産
性
」
そ
の
も
の
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
述
の

0
.
E
.
E
.
C
の

生
産
性
本
部
の
定
義
に
よ
れ
ば
「
生
産
性
と
は
、
資
本
、
原
料
、
工
場
設
備
と
~
械
設
備
、
土
地
、
労
働
等
の
如
き
多
数
の
生
産
要

(

6

)

 

索
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
か
ら
の
最
善
の
結
果
を
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
」
同
様
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
労
働
統
計
局
の
生
産
性
部

リ
ー
の

ぐノ

2
 



れ
る
の
は
専
ら
労
働
の
生
産
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
般
に
生
産
性
と
い
わ
れ
る
と
き
産
出
高
の
こ
れ
に
対
応
す
る
労

が
、
同
時
に
生
産
性
は
減
少
し
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
事
実
で
あ
る
。

の
定
義
に
よ
れ
ば
、

「
生
産
性
と
は
、
数
量
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
一
定
の
商
品
の
生
産
高
と
、
数
撒
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
、
こ

(

7

)

 

れ
に
対
応
す
る
投
入
要
素
の
炒
く
と
も
一
つ
以
上
の
も
の
と
の
間
の
比
率
で
あ
り

r
す
な
わ
ち
、
そ
の
い
ず
れ
も
生
産
性
な
る
概
念

と
し
て
と
ら
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
産
性
の
増
大
は
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
か
が
訊
ね
ら
れ
ね
ば
な
ら

output 

inpnt 

をな
い
。
労
働
の
生
産
性
は
、
高
賃
銀
、
よ
り
よ
き
作
業
環
境
等
、
生
産
要
索
と
し
て
の
労
働
の
生
産
力
を
増
加
せ
し
め
る
他
の
誘
因
を

与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
大
せ
し
め
ら
れ
る
。
建
築
、
機
械
設
備
、
生
産
装
置
等
の
固
定
資
本
の
生
産
性
は
そ
れ
に
よ
っ
て
資
本
の

生
産
性
が
高
め
ら
れ
る
改
良
に
よ
っ
て
増
大
せ
し
め
ら
れ
る
。
最
後
に
企
業
家
活
動
は
、
生
産
過
程
の
組
織
的
改
良
に
よ
る
人
間
労

働
と
機
械
設
備
の
よ
り
よ
き
結
合
、
あ
る
い
は
市
場
状
態
の
よ
り
よ
き
利
用
、
原
料
と
基
礎
資
材
の
低
価
購
入
等
に
よ
っ
て
そ
の
生

産
性
を
増
大
す
る
。
故
に
、
生
産
性
の
増
大
は
単
な
る
生
産
の
増
大
と
は
異
る
。
け
だ
し
後
者
は
、
従
来
の
生
産
方
法
は
そ
の
ま
ま

に
し
て
新
し
い
設
備
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
従
来
の
一
部
の
人
々
が
試
み
る
よ
う
な
「
技

術
的
生
産
性
」
と
「
経
済
的
生
産
性
」
と
の
間
の
区
別
は
全
く
無
意
味
な
も
の
で
あ
る
。
け
だ
し
、

的
意
味
し
か
有
し
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
費
用
の
問
題
と
別
個
に
は
考
え
ら
れ
難
い
概
念
で
あ
り
、
生
産
の
目
や
す

は
費
用
の
極
小
状
態
で
果
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
費
用
の
高
低
は
技
術
問
題
で
は
な
く
価
値
問
題
で
あ
る
。
故
に
生
産
の
増
加
は
生

産
要
素
の
、
よ
り
集
約
的
あ
る
い
は
「
よ
り
費
用
的
」
な
適
用
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
る
な
ら
ば
、
生
産
の
増
加
は
達
成
さ
れ
た

上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
生
産
性
と
は
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
の
間
の
比
率
で
あ
る
が
、
既
述
の
各
研
究
機
関
で
測
定
さ

労
働
の
生
産
性
測
定
の
基
本
問
題
（
高
木
）

一
般
に
生
産
性
の
増
大
は
経
済

3
 



働
の
投
入
高
と
の
比
率
を
い
う
。
し
か
る
に
、

フ
ュ
ル
ス
ト
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
単
に
労
働
に
関
す
る
資
料
が
入
手
し
易
き
た
め
と
既

(

8

)

 

述
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
労
働
統
計
局
が
斯
る
立
前
を
と
る
が
た
め
の
慣
習
よ
り
結
果
せ
る
こ
と
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
な

お
、
彼
に
よ
れ
ば
機
械
設
備
の
よ
り
高
き
産
出
高
は
、
機
械
を
操
作
す
る
労
働
者
の
よ
り
よ
き
労
働
よ
り
結
果
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
労
働
の
達
成
は
生
産
要
素
の
一
で
あ
る
資
本
の
成
果
で
あ
る
。
然
る
に
現
実
に
測
定
さ
れ
る
の
は
労
働
の

生
産
性
で
あ
り
、
資
本
又
は
原
料
の
生
産
と
消
費
財
の
生
産
と
の
間
に
あ
る
時
間
的
な
経
過
に
よ
っ
て
一
定
の
困
難
が
導
入
さ
れ
る

C

9

)

 

と
し
て
も
、
生
産
性
の
諸
形
態
は
、
終
局
的
に
は
労
働
の
生
産
性
へ
換
元
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
生
産
性
の
増
大
そ
の
も
の
が

本
来
単
位
労
働
時
間
当
り
の
実
質
所
得
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
「
全
体
と
し
て
の
国
民
の
生
活
水
準
」
を
高
め
る
こ
と
に
あ
り
、

産
業
の
高
き
労
働
の
生
産
性
は
そ
の
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
生
活
水
準
を
高
め
、
波
及
的
に
最
終
的
消
費
者
の
経
済
厚
生
に
ま

で
及
ぶ
。
次
に
一
企
業
を
と
つ
て
も
、
労
働
の
生
産
性
は
そ
の
企
業
の
生
産
費
中
、
占
め
る
賃
銀
部
門
の
割
合
に
よ
っ
て
影
薯
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
割
合
が
大
な
る
と
き
、
労
働
の
生
産
性
は
増
大
す
る
。
故
に
生
産
性
は
費
用
概
念
と
分
離
し
難
い
と
す
る
わ

れ
わ
れ
に
あ
っ
て
は
労
粋
の
生
産
性
を
も
つ
て
、

終
局
的
な
生
産
性
と
規
定
す
る
こ
と
に
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
更
に
「
国
際

労
働
機
構
」
の
如
く
明
白
に
「
こ
の
問
題
に
も
と
も
と
関
心
を
有
し
た
の
は
一
般
的
な
経
済
厚
生
や
、
よ
り
高
き
生
活
水
準
の
展
開

(

1

0

)

 

の
見
地
よ
り
で
は
な
く
し
て
、
労
働
者
の
基
本
的
利
害
関
係
の
問
題
と
し
て
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
、
い
わ
ば
社
会
政
策
的
性
格
を

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
フ
ュ
ル
ス
ト
が
批
判
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
労
働
統
計
局
自
身
も
「
人
間
の
労
働
は
本
来
常
に
限
定

的
な
も
の
で
あ
り
、
作
業
組
織
、
原
料
の
品
質
、
製
造
さ
れ
た
生
産
物
の
ク
イ
プ
、
投
下
資
本
、
管
理
能
率
の
影
響
等
は
生
産
性
の

機
械
そ
の
も
＠
の
生
産
性
と
何
等
の
関
係
が
な
い
。

故
に
労
働
の
生
産
性
で
統
一
さ
れ
る
と
い
う
見
解
に
反
対
す
る
。
彼
に
よ
れ

.4 



労
働
の
生
産
性
測
定
の
某
本
問
題
（
高
木
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こ
れ
は
一
九
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三
年
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を
主
張
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

(
1
1
)
 

水
郎
の
決
定
的
要
因
で
あ
る
。
結
果
の
分
析
は
、
全
く
こ
れ
ら
の
諸
要
因
の
相
対
的
重
要
度
の
決
定
に
指
向
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い

る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
さ
し
あ
た
り
測
定
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
測
定
す
べ
き
も
の
ほ
労
働
の
生
産
性
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
を

使
用
す
る
、
更
に
労
働
を
生
産
過
程
に
投
ず
る
諸
条
件
の
相
対
的
重
要
度
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、
生
産
性
の
可

測
性
と
い
う
点
よ
り
す
れ
ば
労
働
の
生
産
性
の
測
定
が
最
も
容
易
で
あ
り
、
だ
か
ら
と
て
便
耳
主
義
の
立
場
よ
り
、
こ
れ
の
優
位
性

5
 



が
生
じ
て
来
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
述
ぺ
よ
う
。

も
っ
と
も
一
般
的
な
意
味
で
労
働
は
、
あ
る
一
定
の
時
間
に
わ
た
つ
て
生
産
に
適
用
さ
れ
た
精
神
的
あ
る
い
は
肉
体
的
な
努
力
で

(

1

)

（

2
)
 

あ
る
。
す
な
わ
ち
「
労
働
の
使
用
と
は
、
労
働
そ
れ
自
身
の
こ
と
で
あ
る
。
」
こ
の
よ
う
な
「
努
力
」
の
質
的
測
面
、
殊
に
精
神
的

努
力
の
尺
度
は
い
か
に
し
て
測
定
す
る
か
。
等
し
く
労
慟
と
い
う
も
生
産
に
直
接
に
従
事
す
る
労
働
と
注
油
、
監
督
、
機
械
調
節
と

修
理
の
如
き
補
助
労
働
、
機
械
そ
の
も
の
を
製
作
す
る
、
お
よ
び
機
械
を
製
作
す
る
に
必
要
な
材
料
を
生
産
す
る
労
働
、
機
械
の
操
作

中
に
消
費
さ
れ
る
動
力
、
機
械
油
等
を
生
産
す
る
に
必
要
な
「
ふ
く
ま
れ
る
労
働
」
、
逼
輸
、
市
場
に
関
係
す
る
「
間
接
に
必
要
と

さ
れ
る
労
働
」
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
、
更
に
労
働
力
に
個
有
の
異
質
性
の
問
題
を
い
か
に
解
決
す
る
か
と
い
う
一
連
の
問
題

デ
ュ
ー
リ
ン
ク
に
よ
る
と
、

「
労
働
者
の
作
業
も
し
く
は
そ
の
努
力
は
メ
カ
ニ
カ
ル
な
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
い
か
な
る
点
に
そ

の
努
力
を
適
用
す
る
か
選
択
す
る
こ
と
が
根
本
的
に
重
要
で
あ
る
。
生
理
学
的
に
は
、
メ
カ
ニ
カ
ル
な
努
力
を
~
定
す
る
こ
と
が
出

題
を
述
ぺ
る
。

(

9

)

 

(
1
0
)
 

(
1
1
)
 

1
9
5
3
 

マ
ル
ク
ス
「
賓
本
論
」
第
一
巻
、
第
一
冊
、
高
畠
訳
、
一
六
二
頁
ー
一
六
三
頁

I
.
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n
t
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労
働
は
労
働
の
生
産
性
の
計
算
を
行
う
に
際
し
て
必
要
な
二
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
本
節
で
は
そ
の
測
定
に
つ
い
て
生
ず
る
諸
問

6
 



来
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
対
応
す
る
大
脳
の
作
用
に
よ
る
努
力
を
い
か
に
し
て
測
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
？
故
に
わ
れ
わ
れ
は
、

C
3
)
 

労
働
の
投
入
高
を
実
際
に
は
測
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
否
定
的
立
場
に
立

つ
。
勿
論
、
彼
は
「
労
働
の
生
産
性
」
そ
の
も
の
の
既
述
の
定
義
を
、
す
な
わ
ち
、

一
定
期
間
に
お
け
る
投
入
労
働
と
生
産
数
量
と

の
比
較
を
前
提
と
す
る
。
彼
は
こ
の
定
義
中
の
時
間
の
可
測
性
を
無
視
す
る
が
故
に
斯
る
否
定
的
結
論
へ
達
し
た
の
で
あ
る
。
労
働

は
投
入
さ
れ
た
労
働
者
一
人
当
り
の
労
働
時
間
数
で
測
定
せ
ら
れ
る
。
勿
論
後
述
す
る
指
数
計
算
の
た
め
時
間
は
純
粋
な
る
労
働
時

間
に
お
け
る
労
働
の
生
産
性
の
変
動
の
影
響
の
み
で
な
は
な
く
一
ケ
年
の
間
の
労
働
時
間
の
変
動
的
利
用
の
影
響
を
反
映
す
る
た
め

に
年
月
を
と
る
場
合
、
労
働
月
、
年
の
事
実
上
の
労
働
の
生
産
性
の
変
動
を
抽
象
し
、

の
影
響
を
反
映
す
る
た
め
一
日
を
と
る
場
合
、
純
粋
な
労
働
時
間
の
間
の
労
働
の
生
産
性
の
変
動
を
反
映
す
る
た
め
時
間
を
と
る
場

(

4

)

 

合
が
区
別
さ
れ
る
。
労
働
者
一
人
当
り
の
労
働
時
間
数
は
可
測
的
要
素
で
は
あ
る
が
、

生
産
物
当
り
に
投
下
さ
れ
た
労
働
時
間
」
を
と
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
は
後
者
が
と
ら
れ
る
。
け
だ
し
、

「
単
一
の
等
し
い
生
産
物
に
と
つ
て
は
、
あ
る
特
定
時
間
に
お
け
る
単
位
労
働
必
要
量
は
、
あ
る
特
定
の
産
出
高
の
単
位
当
り
消
費

さ
れ
た
労
働
で
あ
り
、
あ
る
い
は
（
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
）
同
質
的
財
貨
の
一
定
量
の
生
産
に
必
要
な
総
労
働
量
の
当
該
財
貨
の
一

(

5

)

 

定
量
へ
対
す
る
比
率
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
単
位
生
産
物
に
投
下
さ
れ
た
労
働
時
間
に
関
す
る
資
料
の
長
所
は
、
そ
れ
が
総
計
さ

れ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
労
働
の
生
産
性
の
絶
対
的
数
値
は
一
人
一
時
間
当
り
生
産
さ
れ
た
物
理
的
単
位
数
の
形
態
で
計
算
さ
れ

る
。
た
と
え
ば
一
人
一
時
間
当
り
の
綿
絲
の
ポ
ン
ド
数
、

一
人
一
時
間
当
り
の
織
布
の
ポ
ン
ド
数
等
で
あ
り
、
そ
の
資
料
は
直
接
の

合
計
で
同
じ
よ
う
な
数
字
を
結
合
さ
れ
得
な
い
。
故
に
、
新
し
い
計
算
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反
対
に
一
定
の
財
貨
を
生

労
働
の
生
産
性
測
定
の
某
本
問
題
（
高
木
）

「
単
位
労
働
必
要
量
」
を
と
る
か
、

「
単
位

一
日
中
利
用
さ
れ
な
い
時
間
の
部
分
の
変
動

7
 



産
す
る
た
め
に
投
ぜ
ら
れ
る
時
間
数
の
形
態
で
表
現
さ
れ
る
「
単
位
労
働
必
要
鼠
」
は
、
直
接
に
合
計
さ
れ
、
あ
る
い
は
減
ぜ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
一
っ
だ
け
が
二
生
産
段
階
を
と
る
二
企
業
間
の
労
働
の
生
産
性
の
比
較
を
行
う
場
合
に
役
立
つ
も
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
単
位
生
産
高
当
り
投
下
さ
れ
た
労
働
時
間
は
各
生
産
段
階
に
つ
い
て
示
さ
れ
う
る
と
共
に
、
比
較
は
相
互
に
対
応
す

る
段
階
間
で
行
わ
れ
う
る
。
単
位
労
働
当
り
の
生
産
高
の
形
態
で
は
こ
れ
は
困
難
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
不
可
能
で
あ
る
。

挙
げ
よ
う
。
も
し
比
較
が
二
紡
績
工
場
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
と
し
よ
う
。
そ
の
う
ち
の
一
工
場
は
製
絲
と
製
織
の
二
段
階
を
、
他
の

一
工
場
は
製
織
の
み
を
行
う
と
す
る
。
も
し
単
位
労
働
必
要
量
が
計
算
さ
れ
る
な
ら
ば
、
第
一
の
工
場
に
つ
い
て
は
単
独
に
総
単
位

労
働
必
要
骰
が
製
絲
と
製
織
に
必
要
と
さ
れ
る
分
に
つ
い
て
計
算
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
両
工
場
に
つ
い
て
等
し
い
段
階
と
し
て
の
製

(

6

)

 

織
部
門
に
つ
い
て
の
み
比
較
が
可
能
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
問
題
は
「
労
働
者
一
人
当
り
の
生
産
高
」
を
と
る
か
、

「
労
働
時
間
一
時

間
当
り
の
生
産
高
」
を
と
る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
前
者
は
労
孵
時
間
を
無
視
し
、
雇
傭
人
数
と
生
産
高
と
の
関
係
よ
り
、
後
者
は

雇
傭
人
数
を
無
視
し
、
作
業
労
働
時
間
総
数
と
生
産
高
と
の
関
係
よ
り
労
働
の
生
産
性
を
測
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
上
述
の
通
り
多

く
の
場
合
に
は
一
人
当
り
の
生
産
高
が
と
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
こ
の
計
算
が
容
易
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
に
も
と
づ
く
も

の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
は
そ
れ
だ
け
の
根
拠
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
こ
れ
に
よ
る
と
労
働
の
生
産
性
は
、
生
産
高
と
そ
れ
に

対
応
す
る
労
働
の
投
入
屎
と
を
比
較
し
て
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
作
業
さ
れ
た
労
働
昼
だ
け
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る

ペ
き
で
あ
っ
て
、
然
ら
ざ
る
時
間
は
除
去
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
狭
き
に
過
ぎ
る
。

た
と
え
ば
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
オ
ペ
レ
ー
ク
ー
の
作
業
時
間
は
五
十
分
で
あ
り
、

カ
ー
ド
を
操
作
に
の
せ
る
準
備
作
業
に
他
の
労
働

者
が
十
分
の
間
、
作
業
す
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
五
十
分
だ
け
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
は
狭
き
に
過
ぎ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「

一
例
を

8
 



労
働
の
生
産
性
測
定
の
某
本
問
題
（
病
木
）

労
働
時
間
」
又
は
「
作
業
時
間
」
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
く
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
労
働
者
が
必
要
と
す
る

休
日
、
疾
病
休
養
、
女
子
労
働
者
の
生
理
休
暇
、
食
事
時
間
を
ど
う
す
る
か
は
、
実
際
の
生
産
性
の
計
算
に
と
つ
て
重
要
な
問
題
で

あ
る
が
、

O
・
E
.
E
.
C
、
I
.
L
・
O
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
労
働
統
計
局
の
場
合
に
は
、
こ
れ
を
も
労
働
時
間
に
と
り
入
れ
て

い
る
。
最
後
に
臨
時
エ
の
強
利
的
休
止
、
あ
る
い
は
欠
勤
労
働
者
の
自
由
意
思
に
よ
る
休
止
は
、
当
然
の
事
で
は
あ
る
が
、
除
去
さ

当
り
の
産
出
高
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
国
民
所
得
あ
る
い
は
労
働
必
要
羅
を
推
定
す
る
と
き
に
最
も
有
用
な
概
念
で
あ
る
。
技
術
的
な

意
味
で
の
生
産
性
を
測
定
す
る
場
合
に
は
、
実
際
に
作
業
に
従
事
し
た
労
働
者
一
人
当
り
の
産
出
高
、
あ
る
い
は
生
産
的
労
働
者
の

一
時
間
当
り
の
産
出
高
が
適
当
で
あ
る
。
然
る
に
生
産
費
を
測
定
す
る
場
合
に
は
「
実
際
に
賃
銀
を
支
払
っ
た
労
仇
者
一
時
間
当
り

(

7

)

 

の
産
出
高
」
が
適
切
な
概
念
で
あ
ろ
う
。
」
故
に
上
の
い
ず
れ
を
選
ぷ
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
測
定
目
的
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る

一
般
に
い
つ
て
「
実
際
に
作
業
さ
れ
た
時
間
へ
対
す
る
産
出
高
の
変
動
量
、
労
働
の
生
産
能
力
、
あ
る
い
は
単
位

労
働
談
に
ふ
く
ま
れ
る
生
産
費
を
決
定
す
る
と
い
う
目
的
を
も
つ
て
生
産
性
を
測
定
す
る
と
き
は
、

を
測
定
す
る
と
き
は
、

い
る
方
が
適
切
で
あ
り
、
人
間
労
働
力
の
必
要
量
、
雇
傭
能
力
、
将
来
の
国
民
所
得
等
の
推
定
す
る
と
い
う
目
的
を
も
つ
て
生
産
性

(

8

)

 

一
人
当
り
の
産
出
高
の
概
念
が
よ
り
適
切
で
あ
る
。
」

フ
ー
ラ
ス
テ
ィ
エ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
農
民
は
、
一
九

0
0年
以
来
、
彼
の
生
産
性
を
い
ち
じ
る
し
く
増
大
し
て
き
た
。
こ
れ

は
唯
彼
が
農
業
機
械
と
肥
料
を
使
用
す
る
が
故
に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
然
る
に
、
こ
の
農
業
機
械
は
他
の
人
に
よ
っ
て
生
産

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
肥
料
は
農
民
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
、
輸
送
さ
れ
、
配
給
さ
れ
た
施
設
よ
り
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

も
の
で
あ
る
が
、

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、

ロ
ス
タ
ス
に
よ
れ
ば
、

「
最
も
広
義
の
概
念
は
、
欠
勤
者
、
休
暇
休
養
者
を
も
ふ
く
め
て
「
一
人
一
年

一
人
一
時
間
当
り
の
概
念
を
用

〇▼



(

9

)

 

り
、
ー
ー
故
に
あ
る
人
々
が
間
接
に
農
業
の
た
め
に
働
い
た
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
。
す
な
わ
ぬ
、
農
産
物
の
中
に
は
農
業
機
械
と

肥
料
を
生
産
し
た
労
働
者
の
労
働
力
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
一
の
使

用
価
値
が
一
定
の
目
的
に
従
っ
て
消
費
さ
れ
る
湯
合
、
そ
の
消
費
さ
れ
る
使
用
価
値
の
生
産
に
要
し
た
労
働
時
間
は
、
新
た
な
る
使

用
価
値
の
生
産
上
に
必
要
な
る
労
働
時
間
の
一
部
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
随
つ
て
そ
れ
は
消
費
さ
れ
る
生
産
機
関
か
ら
新
た
な
る
生

(
1
0
)
 

産
物
に
移
転
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
労
働
時
間
と
な
る
の
で
あ
る
。
」
…
…
「
労
働
の
単
な
る
量
的
附
加
に
依
つ
て
、
新
た
た
る
価
値
が

(
1
1
)
 

附
け
加
へ
ら
れ
附
加
労
働
の
質
に
依
つ
て
、
生
産
機
関
の
旧
来
の
価
値
が
生
産
物
の
中
に
保
存
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
す
な
わ
ち
、

こ
の
よ
う
な
「
ふ
く
ま
れ
る
労
働
」
あ
る
い
は
「
附
加
労
働
」
を
生
産
性
の
測
定
に
際
し
て
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
か
。
こ
れ
が
此

処
で
の
問
題
で
あ
る
。
殊
に
同
一
の
原
料
に
よ
っ
て
同
種
の
生
産
物
を
生
産
す
る
二
企
業
の
労
働
の
生
産
性
を
比
較
す
る
と
き
、
も

し
そ
の
企
業
が
異
る
度
合
の
機
械
化
を
有
す
る
と
き
生
産
性
の
単
な
る
比
較
は
無
意
味
で
あ
る
。
な
お
事
実
上
に
も
、
今
日
で
は
精

確
に
附
加
労
働
に
対
応
す
る
単
位
労
働
必
要
量
を
測
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
便
宜
的
に
上
述
の
フ
ー
ラ
ス
テ
ィ
エ
は
、
機

械
の
貨
幣
費
用
を
労
働
の
時
間
賃
銀
率
で
割
つ
て
推
す
る
方
法
を
推
す
が
、
各
産
業
の
単
位
労
働
必
要
量
、
生
産
高
特
に
生
産
行
程

が
完
全
に
知
ら
れ
て
お
る
と
き
に
限
つ
て
の
み
可
．
能
で
あ
り
、
か
つ
意
味
を
も
つ
て
く
る
の
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
以
来
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
労
働
統
計
局
は
生
産
に
直
接
に
関
係
す
る
直
接
労
働
と
監
督
、
事
務
職
員
、
販
売
事
務
に

つ
く
労
働
者
の
労
働
で
あ
る
間
接
労
働
を
区
別
す
る
。
と
い
う
も
の
の
現
実
の
測
定
に
関
し
て
は
、
両
者
の
標
準
的
な
区
別
は
な
い

の
で
あ
る
。
唯
こ
の
区
別
は
時
間
的
比
較
、
故
に
指
数
計
算
に
よ
る
時
間
的
比
較
を
裏
．
つ
け
る
た
め
に
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
政
府
統
計
が
規
定
す
る
「
本
来
の
工
場
労
働
者
」
の
占
め
る
比
率
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し

10 



労
働
の
生
産
性
測
定
の
某
本
問
題
（
高
木
）

規
定
す
る
。

な
ら
な
い
。

「
事
実
以
上
に
労
働
時
間
当
り
の
生
産
高
が
、

産
労
働
者
」

(
1
2
)
 

よ
り
高
く
増
大
す
る
こ
と
を
示
す
」
の
で
あ
る
。
な
お
、
直
接
労
働
者
は
「
生

(
P
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 W
o
r
k
e
r
s
)

に
大
体
等
し
く
「
俸
給
履
傭
者
」
は
間
接
労
働
者
よ
り
も
若
千
広
い
意
味
を
有
し
て
い
る
。

全
体
の
企
業
の
総
間
接
労
働
に
、
生
産
高
に
加
わ
る
直
接
労
働
の
総
間
接
労
働
へ
対
す
る
比
率
を
乗
じ
て
、
与
え
ら
れ
た
生
産
高
に

帰
属
さ
れ
る
間
接
労
働
が
推
計
さ
れ
る
。
勿
論
こ
の
結
果
は
充
分
な
も
の
で
は
な
い
。
故
に
必
然
的
に
両
種
の
労
働
を
区
別
し
、
そ

の
各
々
の
生
産
性
を
測
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
か
つ
こ
の
計
算
に
は
単
位
当
り
投
下
さ
れ
た
労
働
時
間
の
使
用
は

労
働
者
一
人
一
時
間
当
り
の
生
産
高
よ
り
も
生
れ
る
。
す
な
わ
ち
直
接
労
働
の
単
位
労
働
必
要
量
は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
高
又
は
操
作

に
つ
い
て
計
算
さ
れ
る
し
、
単
位
当
り
投
下
さ
れ
た
間
接
労
働
の
労
働
時
間
は
全
体
と
し
て
の
生
産
工
場
に
つ
い
て
計
算
さ
れ
ね
ば

、
、
、
‘
ヽ

(

1

3

)

「
労
働
の
生
産
性
の
あ
ら
ゆ
る
研
究
に
共
通
的
な
―
つ
の
制
限
は
、
労
働
力
を
同
種
的
全
体
と
し
て
処
理
さ
れ
る
」
·
…
•
•
（
傍
点
は

筆
者
）
。
労
働
の
生
産
性
の
測
定
で
は
労
働
者
の
技
術
度
、
性
別
、
正
規
の
労
働
時
間
か
超
過
勤
務
か
の
区
別
が
つ
け
ら
れ
な
い
故
に

「
労
働
者
」
と
か
「
一
人
一
時
間
当
り
」
と
い
う
概
念
は
全
く
一
種
の
統
計
的
な
抽
象
概
念
で
あ
る
。
も
し
性
別
、
年
令
、
技
能
等

に
よ
っ
て
そ
の
労
働
内
容
が
異
る
と
す
れ
ば
当
面
の
「
労
働
時
間
」
は
異
質
的
な
も
の
と
な
る
。
か
4
る
異
質
的
な
対
象
の
測
定
法

を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
必
然
的
に
労
働
の
同
種
性
を
仮
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
に
、
わ
れ
わ
れ
が
利
用
し
う
る
労

働
統
計
自
体
も
労
働
の
烈
度
あ
る
い
は
質
的
に
異
る
労
働
者
の
労
働
時
間
差
を
つ
か
み
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
統

、
(
W
)

計
の
作
製
の
過
程
で
も
、
統
計
の
利
用
の
過
程
で
も
「
同
等
的
労
働
者
」
あ
る
い
は
「
同
等
的
労
働
時
間
」
な
る
抽
象
的
な
概
念
を

て、

II 
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ま
ず
、
い
か
な
る
定
義
に
よ
る
「
生
産
高
」
が
測
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
。
通
常
そ
れ
は
生
産
統
計
を
作
製
す

る
政
府
統
計
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
分
類
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

部
も
し
く
は
外
部
で
の
「
よ
り
進
ん
だ
段
階
の
生
産
で
の
消
費
か
、
あ
る
い
は
商
人
も
し
く
は
最
終
的
な
消
費
者
へ
対
し
て
販
売
す

る
よ
う
な
生
産
物
、
す
な
わ
ち
「
経
済
的
生
産
物
」
の
み
を
調
査
対
象
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
生
産
行
程
中
の
消
耗
分
は
当
然
、
除

去
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

販
売
し
う
る
副
産
物
は
報
告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、

こ
の
よ
う
な
生
産
物
の
分
類
の
規
準

は
、
そ
の
物
理
的
特
性
、
構
成
、
用
途
、
機
能
、
製
造
行
程
、
単
位
、
総
計
価
値
等
に
よ
る
。
勿
論
調
査
者
の
側
の
調
査
目
的
そ
の

も
の
が
規
準
決
定
の
根
拠
を
な
す
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
。

次
ぎ
に
生
産
物
の
測
定
で
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
附
加
価
値
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
元
来
、
附
加
価
値
と
は
あ
る
特
定
の
事
業

所
も
し
く
は
生
産
分
野
の
個
有
の
生
産
価
値
の
総
計
で
あ
り
、
当
該
の
事
業
所
の
総
生
産
価
値
額
よ
り
、
他
の
事
業
所
よ
り
う
け
つ

(

1

)

 

い
だ
価
値
額
を
控
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
あ
る
特
定
の
事
業
所
の
個
有
の
所
得
」
で
あ
る
。
あ
る
特
定
の
事
業
所
の

生
産
性
の
測
定
に
は
、
生
産
さ
れ
た
商
品
、
も
し
く
は
生
産
の
結
果
と
し
て
の
総
生
産
価
値
の
意
味
で
の
生
産
高
を
用
い
る
こ
と
は

不
合
理
で
あ
る
。
そ
の
理
由
。
た
と
え
ば
等
し
く
製
靴
に
関
す
る
事
業
所
と
い
つ
て
も
そ
の
う
ち
の
一
事
業
所
は
高
度
に
加
工
さ
れ

た
原
料
を
他
の
事
業
所
よ
り
購
入
し
生
産
を
行
う
の
に
対
し
て
、
他
は
原
皮
の
ま
ま
で
の
原
料
を
購
入
し
生
産
を
行
う
湯
合
に
前
者

は
、
は
る
か
に
高
い
労
働
の
生
産
性
を
挙
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
故
に
両
者
の
生
産
性
の
比
較
を
行
う
た
め
に
は
、
各
事
業
所

の
個
有
の
生
産
高
、
す
な
わ
ち
前
生
産
段
階
を
な
す
事
業
所
よ
り
調
達
し
た
原
料
へ
対
し
て
附
加
し
た
価
値
、
す
な
わ
ち
附
加
価
値

が
使
用
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
附
加
価
値
は
特
定
の
事
業
所
内
で
な
さ
れ
た
実
際
の
労
働
以
外
の
多
く
の
要
因
に
よ
っ
て
作

労
働
の
生
産
性
潤
定
の
基
本
問
題
（
高
木
）

一
般
に
、
か
か
る
政
府
統
計
機
関
は
、
あ
る
特
定
の
産
業
の
内

＇審



用
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
市
場
変
動
に
よ
る
か
、
も
し
く
は
賃
銀
率
、
利
潤
率
の
変
動
に
よ
る
書
財
貨
の
販
売
価
格
の
何
等
か
の
修
正

は
、
必
ず
し
も
生
産
性
の
変
動
に
関
連
す
る
こ
と
な
く
純
生
産
高
の
価
値
に
変
化
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
故
に
、
「
純
生
産
高
の

(

2

)

 

価
値
は
、
絶
対
的
な
生
産
性
の
測
定
を
行
う
目
的
に
と
つ
て
、
生
産
高
の
非
常
に
不
充
分
な
尺
度
で
あ
る
よ
う
に
な
る
。
」
の
で
あ

る
。
故
に
こ
の
よ
う
な
絶
対
的
意
味
で
の
生
産
性
測
定
の
困
難
さ
を
救
う
た
め
に
既
に
わ
れ
わ
れ
は
、
単
位
必
要
労
働
置
の
必
要
を

指
摘
し
た
の
で
あ
る
．
。
特
に
一
事
業
所
が
各
生
産
段
階
を
内
包
す
る
湯
合
に
は
、
生
産
性
そ
の
も
の
が
集
成
的
な
も
の
と
な
る
か

ら
、
こ
れ
の
必
要
が
葎
調
さ
れ
る
。
統
計
調
査
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
あ
る
特
定
の
産
業
分
野
の
事
業
所
は
、
そ
の
集
成
度
に
つ
い
て

必
ず
し
も
同
種
的
で
は
あ
り
得
な
い
。
故
に
高
度
に
集
成
的
な
事
業
所
の
賃
銀
労
働
者
が
調
査
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
生

産
の
一
部
分
は
調
査
に
入
っ
て
こ
な
い
か
ら
そ
の
数
量
統
計
は
欠
陥
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
比
較
的
に
集
成
度
の
低

い
事
業
所
に
よ
っ
て
売
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
同
一
の
財
貨
量
は
調
査
に
対
し
て
忠
実
で
あ
る
。
故
に
、
各
生
産
物
の
総
産
出
高
の

変
化
す
る
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
よ
り
報
告
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
あ
る
場
合
に
は
、

一
定
の
産
業
分
野
の

分
割
は
グ
ル
ー
プ
毎
の
生
産
指
数
中
、
占
め
る
各
生
産
段
階
の
重
要
さ
を
示
す
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
単
一
の
企
業
に
つ
い
て
も
産
出

量
の
投
入
量
へ
対
す
る
比
率
の
変
化
は
時
間
を
通
じ
て
、
労
働
力
を
半
製
品
と
完
成
品
と
の
間
に
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
に
よ
っ

て
影
響
を
う
け
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
生
産
物
に
内
在
す
る
、
そ
の
特
徴
．
つ
け
、
す
な
わ
ち
相
異
る
商
品
間
の
質
的
相
違
よ
り
生
ず
る
測
定
単
位
選
択
の
問

題
、
集
成
度
の
問
題
、
生
産
設
計
一
般
に
関
す
る
問
題
よ
り
生
ず
る
困
難
さ
の
た
め
、
上
述
の
生
産
物
の
単
位
労
慟
必
要
量
に
代
つ

て
、
生
産
行
程
当
り
の
単
位
労
働
必
要
量
が
選
ば
れ
る
こ
と
は
可
能
で
も
あ
る
し
、
目
的
に
よ
り
そ
れ
が
適
す
る
湯
合
が
考
え
ら
れ

14 



る
。
た
と
え
ば
、

フ
ラ
イ
ス
盤
に
よ
る
労
働
は
自
動
車
製
造
工
場
、
造
船
会
社
、
エ
作
機
室
あ
る
い
は
機
械
店
に
と
つ
て
共
通
の
生

産
行
程
で
あ
る
。
さ
ら
に
工
場
内
の
運
搬
は
あ
ら
ゆ
る
事
業
所
に
と
つ
て
共
通
的
な
行
程
で
あ
り
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
打
ち
は
、
あ

ら
ゆ
る
事
務
行
程
に
共
通
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
共
通
的
な
生
産
行
程
当
り
の
単
位
労
働
必
要
殿
は
、
す
な
わ
ち
全
生
産
行

(

3

)

 

程
に
ま
で
拡
大
す
る
方
法
は
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ー
ヂ
メ
ン
ト
の
内
容
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
生
産
行
程
当
り
の
単
位
労
働
必
要
量
が
と
ら
れ
る
と
き
、
問
題
は
そ
の
行
程
の
期
間
に
つ
い
て
生
ず
る
。
事
業
所
の

完
成
財
の
称
呼
で
は
測
定
さ
れ
得
な
い
。
も

生
産
は
完
成
財
の
称
呼
で
測
定
さ
れ
る
が
、
部
分
的
に
完
成
し
た
財
貨
の
生
産
は
、

し
、
生
産
行
程
が
短
け
れ
ば
完
成
財
の
み
の
計
算
は
あ
る
程
度
ま
で
労
働
の
生
産
性
の
測
定
に
影
響
を
与
え
な
い
。
も
し
そ
れ
が
長

期
間
に
わ
た
る
も
の
で
あ
れ
ば
短
期
測
定
は
何
等
の
意
味
を
も
有
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
生
産
行
程
の
期
間
と
そ
れ
に
つ
い
て
労
働

の
生
産
性
が
計
算
さ
れ
る
最
小
限
期
間
と
の
間
に
一
定
の
関
係
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
六
ヶ
月
あ
る
い
は
一
ケ
年
に

わ
た
る
生
産
期
間
の
生
産
物
に
月
別
の
数
値
を
計
算
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
に
は
必
要
な
生
産
高
は
そ

れ
を
生
産
す
る
に
投
ぜ
ら
れ
な
い
労
働
量
に
対
応
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
4

る
時
由
で
「
作
業
促
進
委
員
会
」

ress 
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
)

は
月
別
労
働
生
産
性
測
定
を
放
棄
し
て
い
る
。

労
慟
の
生
産
性
測
定
の
某
本
問
題
（
裔
木
）

す
な
わ
ち
「
生
産
行
程
の
長
さ
の
故
に
月
別
指
数
の
意
味
は

(
W
o
r
k
s
 P
r
o
g
 ,
 

明
白
で
は
な
い
。
あ
る
一
定
の
月
の
報
告
生
産
高
は
、
単
に
そ
の
月
に
報
告
さ
れ
た
雇
傭
量
に
の
み
で
は
な
く
そ
れ
以
前
の
数
ヶ
月

(

4

)

 

に
わ
た
つ
て
投
下
さ
れ
た
労
働
に
も
帰
属
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
但
し
、
例
外
的
に
季
節
変
動
を
被
る
も
の
は
、
当
然
に
こ
の
こ
と

を
加
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
戦
時
中
の
ア
メ
リ
カ
の
場
合
の
よ
う
に
戦
時
生
産
に
お
い
て
は
引
渡
し
業
務
ま
で
を
生
産
行
程

(

5

)

 

に
入
れ
る
場
合
も
あ
る
が
通
常
一
ケ
年
を
も
つ
て
期
間
と
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
な
お
、
季
節
変
動
を
被
る
産
業
に
お
い
て
も
、
一

115 



ケ
年
の
生
産
高
が
そ
の
年
に
投
下
さ
れ
た
雇
傭
置
と
、
あ
る
い
は
そ
の
年
に
投
下
さ
れ
た
総
労
働
時
間
数
と
比
較
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

次
ぎ
に
単
一
の
生
産
物
で
は
な
く
、
生
産
物
の
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
い
か
に
し
て
、
そ
の
生
産
高
を
測
定
す
べ
き
か
と
い
う
問
題

が
生
ず
る
。
こ
の
問
題
は
、
全
く
別
種
の
生
産
物
が
考
察
さ
れ
る
と
き
の
み
な
ら
ず
、
同
一
の
生
産
物
で
あ
っ
て
も
、
質
的
に
異
る

場
合
に
生
ず
る
。

一
例
を
と
る
な
ら
ば
製
靴
工
場
の
場
合
に
は
、
靴
の
生
産
高
は
そ
の
価
格
の
い
か
ん
に
関
係
な
く
、
生
産
さ
れ
た

靴
の
足
数
に
よ
る
べ
き
か
、
そ
の
生
産
高
を
質
的
に
代
表
的
な
り
と
考
え
ら
れ
る
靴
の
価
格
で
割
つ
て
求
め
ら
れ
る
ぺ
き
か
が
問
題

で
あ
る
。
シ
ー
ゼ
ル
に
よ
れ
ば
、

「
一
定
の
時
の
あ
る
特
定
の
生
産
物
の
み
に
関
す
る
限
り
、
生
産
性
に
関
す
る
記
述
は
割
合
に
明

白
で
あ
り
、
か
つ
曖
昧
さ
が
な
い
。
も
し
手
製
の
五
セ
ン
ト
の
長
葉
の
巻
煙
草
一
千
本
の
生
産
は
約
一
人
当
り
三
十
三
時
間
の
労
働

時
間
を
必
要
と
し
、
あ
る
い
は
セ
メ
ン
ト
産
業
は
戦
争
直
前
と
比
べ
て
一
樽
の
セ
メ
ン
ト
を
生
産
す
る
の
に
約
十
分
の
一
の
一
人
当

り
一
時
間
の
労
働
撒
を
投
ず
る
と
い
う
と
き
何
等
、
意
味
の
上
の
混
乱
は
生
じ
得
な
い
。

つ
い
て
記
述
が
行
わ
れ
る
と
き
に
困
難
と
な
る
の
で
あ
る
。
類
型
的
に
い
つ
て
、

る
。
し
か
る
に
大
概
の
産
業
に
と
つ
て
労
働
の
投
入
量
の
唯
一
の
尺
度
、
す
な
わ
ち
そ
の
産
業
に
対
す
る
総
投
入
量
し
か
与
え
ら
れ

な
い
。
か
か
る
産
業
の
生
産
性
を
測
定
す
る
に
は
｀
明
ら
か
に
総
生
産
高
の
あ
る
構
成
的
尺
度
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
問
題

(

6

)

 

は
、
生
産
性
を
計
算
す
る
た
め
に
満
足
な
規
準
を
選
ぶ
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
。
彼
が
此
処
で
い
う
規
準
は
生
産
指
数
の
計
群
の
場

合
に
み
ら
れ
る
も
の
と
同
様
の
も
の
で
あ
り
、
分
類
に
必
然
的
に
伴
う
ウ
エ
ー
ト
と
し
て
は
、

(
-
）
単
位
当
り
の
労
働
費
、
（
二
）

単
位
当
り
の
附
加
価
値
、
（
三
）
単
位
当
り
の
価
値
、
あ
る
い
は
（
四
）
価
格
の
い
ず
れ
か
が
と
ら
れ
る
。

、。
＞ヽ

（後遮）

大
概
の
産
業
は
多
種
多
様
な
生
産
物
を
生
産
す

ー
つ
以
上
の
生
産
物
に
わ
た
る
生
産
性
に

16 
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u
 

(

1

)

 

労
働
の
生
産
性
の
変
動
を
測
定
す
る
場
合
の
四
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
述
べ
る
こ
と
が
、
本
節
の
目
的
で
あ
る
。
便
宜
上
、
わ
れ
わ

れ
の
分
析
は
「
一
人
一
時
間
当
り
の
生
産
高
」
を
と
ら
ず
「
単
位
労
働
必
要
量
」
と
そ
の
変
動
に
つ
い
て
行
わ
れ
、
な
お
9

分
析
は
二

期
間
の
比
較
に
限
ら
れ
る
。
各
ア
プ
ロ
ー
チ
に
共
通
す
る
事
柄
は
、
考
慮
さ
れ
る
二
期
間
に
つ
い
て
単
位
労
働
必
要
景
に
関
し
て
基

準
期
間
と
比
較
期
間
に
お
い
て
み
ら
れ
る
条
件
の
も
と
で
、
同
一
の
財
貨
の
組
合
せ
を
生
産
す
る
に
必
要
な
総
労
働
蛋
を
比
較
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
い
か
な
る
財
貨
の
組
合
せ
を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
結
果
が
規
定
さ
れ
る
。
然
ら
ば
い
か
な
る
組
合

せ
が
選
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
？
こ
れ
を
決
定
す
る
も
の
は
生
産
性
の
測
定
目
的
で
あ
っ
て
、
基
準
期
間
の
生
産
の
組
合
せ
と
比
較

期
間
の
組
合
せ
と
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
け
だ
し
前
者
に
対
し
て
は
現
在
の
比
較
期
間
の
状
態
が
比
べ
ら
れ
、
後
者
に
対
し
て
は
、

基
準
期
間
の
状
態
が
比
べ
ら
れ
る
が
故
で
あ
る
。

も
し
基
準
期
間
の
組
合
せ
に
基
づ
い
て
計
算
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
計
算
結
果
と
し
て
の
「
単
位
労
働
必
要
巌
指
数
」
は
、
比
較

期
間
に
お
い
て
基
準
期
間
に
現
実
に
投
下
さ
れ
た
総
労
働
へ
対
す
る
財
貨
の
基
準
期
間
の
組
合
せ
を
生
産
す
る
た
め
に
投
下
さ
れ
る

労
働
鼠
の
比
率
を
測
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
次
式
が
成
立
す
る
。

k

=

n

 
(
k
)
 
(
k
)
 

ぃ
q
"
l
i

j
0
1
 

k

o

n

(

k

)

（

K
)
 

2
q
"
l
o
 

k

り
1

も
し
選
ば
れ
る
組
合
せ
が
、
基
準
期
間
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
物
の
産
出
鷺
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
な
ら
ば

18 



(

3

)

 

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

g
l
lー
B
e
t
r
i
i
g
e

1st 
1I}~tri:ige 

そ
の
限
り
で

も
し
、
選
ば
れ
る
組
合
せ
が
比
較
期
間
を
通
じ
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
物
の
産
出
景
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
な
ら
ば

(
q
"ー
qi)

次
式
を
得
る
。

労
慟
の
生
産
性
測
定
の
某
本
問
題
（
高
木
）

第
一
式
は
物
価
指
数
の
計
算
式
に
お
け
る
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
式
で
あ
り
、

M1M。Q,Q。QxI! 。I
ll II II ff II 11 fl 

m
o
 

II 
q
o

》

lo 

m
i
 

ll 

疇

qi 

i
i
 

J

れ
よ
り
、
各
生
産
物
に
つ
い
て

上
式
で
の
各
記
号
を
説
明
し
て
お
く
。

基
準
期
間
に
お
け
る
生
産
物
の
―
つ
に
つ
い
て
の
単
位
労
働
必
要
祉

比
較
期
間
の
単
位
労
働
必
要
量

上
の
生
産
物
の
一
定
量

基
準
期
間
に
生
産
さ
れ
た
上
の
生
産
物
の
数
蘊

比
較
期
間
に
生
産
さ
れ
た
同
じ
生
産
物
の
数
量

QO
の
生
産
に
用
い
ら
れ
た
一
人
産
り
労
働
時
間
数

QI
の
生
産
に
用
い
ら
れ
た
一
人
当
り
労
働
時
間
数

m
o
"
l
o
q
o
-

M
q
"
l
i

ぃqo[i

と
qoli

"

I

I

I

I

 

と
q

J

o

M

q

o

l

o

2

m

o

li lo 

2
m
o
|
 

2
m
o
 

m
i
"
l
i
q
i
 

(

I

)
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ぃqjij
ぃqjli

M
q
j
l
j
 

ぃqjio

一

と
qili

北＂

ぃq;lo

も
し
第
二
式
が
用
い
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
計
算
は
求
め
る
結
果
を
与
え
な
い
。
そ
の
理
由
は
次
の
不
等
式
が
成
立
す
る
か
ら
で
あ

(

3

)

 

る。

M
q
o
l
j
 

2
q
o
l
i

ぃq
o
l
o

＝
 

ぃq
o
l
i

ぃq
o
l
i

ぃq
o
l
o

こ
れ
は
次
式
に
よ
る
。

3
q
o
l
j
 

ぃq
o
l
i

Z
q
k
[
i
M
q
i
l
i
 

2
q
J
o
1
Z
q
i
i
o
 

2

m

i

M

m

i

 

＂＂＂ 

¥
l
o

と
m
i

にli 

上
の
第
二
式
は
財
貨
の
比
較
期
間
の
組
合
せ
を
生
産
す
る
に
現
実
に
投
下
さ
れ
た
総
労
働
量
の
、
基
準
期
間
に
お
い
て
同
じ
組
合

せ
を
生
産
す
る
に
投
下
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
単
位
労
働
必
要
量
の
比
率
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
第
二
式
は
。
ハ
ー
シ
エ
式
で
あ
る
。

第
一
式
と
第
二
式
と
の
相
違
は
次
の
点
に
あ
る
。
も
し
資
料
が
数
ケ
の
期
間
に
つ
い
て
求
め
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か

の
ニ
ケ
年
に
つ
い
て
比
較
が
可
能
で
あ
る
。
期
間
J
が
期
間
・
1

と
比
較
さ
れ
る
と
き
は
指
数
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

(

I

)
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l
i
 

l
o

担

皆

》

II 

と．

a

い

l
o

i
i
 

l
o
 

2
a
 

9
 

と
a

第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

均
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
礎
的
態
度
に
立
脚
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
基
準
期
間
の
単
位
労
働
必
要
僅
に
比
較
さ
れ
る
各

比
較
期
間
の
単
位
労
働
必
要
星
の
指
数
は
、
各
生
産
物
、
事
業
所
あ
る
い
は
産
業
ご
と
に
計
算
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
、
単
純
算
術
平

均
も
し
く
は
加
菫
鉗
術
平
均
で
綜
合
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
ウ
エ
ー
ト
は
既
述
の
通
り
各
事
業
所
、
生
産
物
又
は
産
業
の
も
つ
相
対

(

4

)

 

的
重
要
さ
、
生
産
物
の
総
価
値
あ
る
い
は
附
加
価
値
等
が
選
ば
れ
る
。
も
し
そ
れ
が
生
産
物
、
事
業
所
あ
る
い
は
産
業
の
生
産
に
基

準
期
間
中
に
投
下
さ
れ
た
労
働
羅
に
対
応
す
る
よ
う
に
選
ば
れ
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
は
第
一
式
と
同
じ
と
な
る
。
第
二
の
ア
プ
ロ

ー
チ
は
次
式
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。

a
は
選
ば
れ
た
ウ
エ
ー
ト
で
あ
る
。

も
し
、

a11-
。
な
る
と
き
は

す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
構
成
部
分
に
つ
い
て
期
間
の
総
単
位
労
働
必
要
批
の
、
期
間
i
の
総
単
位
労
働
必
要
景
の
比
率
で
あ
る
。

d
1
1
1
な
る
と
き
は

一
定
の
生
産
の
組
合
せ
に
つ
い
て
の
単
位
労
働
必
要
景
の
変
動
は
単
位
労
働
必
要
鍛
の
個
別
指
数
の
平

労
慟
の
生
産
性
測
定
の
某
本
問
題
（
古
IAI
木）
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m
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忍
olo

し
念
。

2
念。

す
な
わ
ち
個
々
の
単
位
労
働
必
要
量
の
算
術
平
均
で
あ
る
。

第
三
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
期
間
・
2

の
平
均
単
位
必
要
量
は
期
間
0
の
平
均
単
位
労
佑
必
要
量
に
比
較
さ
れ
る
。
故
に

W
は
期
間
・
9

お
よ
び

0
に
お
け
る
総
産
出
景
の
計
算
に
用
い
ら
れ
る
ウ
エ
ー
ト
で
あ
り
、

ば
な
ら
な
い
。
も
し
そ
れ
が
別
の
も
の
で
あ
っ
て
、
各
財
の
産
出
量
と
単
位
労
働
必
要
量
が
不
変
な
る
と
き
は
、
指
数
は
一
に
等
し

く
な
る
。
こ
れ
は
次
の
関
係
よ
り
誤
り
で
あ
る
。

2

m

i

2

m

o

 

M

u

q

i

2

g

1

0

2

e

、q
o

訃
11

罰；
1
1．

胤靡
1
 

/
,
 

li 

2
 

M
aー

ー

ド

1
1
7
_

叶
-

2
a
 

(

I

)

 

い
ず
れ
の
期
間
に
お
い
て
も
等
し
か
ら
ね

も
し
、
産
出
蛍
を
測
定
す
る
た
め
選
ば
れ
た
ウ
エ
ー
ト
が

S
D
l
i
又
は

e
'
l
o
な
る
と
き
は

22 



【
第

第
四
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
労
働
の
生
産
性
も
し
く
は
単
位
労
働
必
要
量
測
定
の
最
も
普
通
と
ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
て
、
各
期

間
の
総
労
働
塁
の
変
動
と
各
期
間
の
総
産
出
量
の
変
動
の
比
率
、
故
に
労
働
量
指
数
の
生
産
指
数
の
比
率
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
、

先
の
場
合
同
様
に
選
ば
れ
る
ウ
エ
ー
ト
に
依
存
す
る
。
な
お
、
そ
の
結
果
は
第
一
式
、
第
二
式
に
等
し
い
。
す
な
わ
ち

故
に
、
労
働
の
生
産
性
の
測
定
の
基
礎
を
な
す
も
の
は
、
第
一
式
、
第
二
式
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

(

a

)

比
較
期
間
の
単
位
労
働
必
要
量
で
基
準
期
間
の
生
産
物
の
組
合
せ
を
生
産
す
る
に
必
要
な
総
労
働
撒
へ
対
す
る
同
一
の
組

合
せ
を
生
産
す
る
た
め
事
実
、
基
準
期
間
に
投
下
さ
れ
た
総
労
働
量
の
比
率
。

(
b
)
そ
の
ウ
エ
ー
ト
は
基
準
期
間
に
お
け
る
各
生
産
物
の
産
出
量
に
投
下
さ
れ
た
総
労
働
量
に
対
応
す
る
よ
う
に
選
ば
れ
た
、

個
々
の
単
位
労
働
必
要
量
の
指
数
の
加
重
平
均
゜

(

C

)

比
較
期
間
の
平
均
労
働
必
要
量
へ
対
す
る
基
準
期
間
の
平
均
労
働
必
要
量
の
比
率
。

労
働
の
生
産
性
測
定
の
基
本
問
題
（
高
木
）

式
U

帥Ir 靡
芦
呼
ー
崖
2qi_° 

II 

z
m
o

と
q
o
l
o

M
-
。q
。

2
-
。q
o

(

I

)
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か
つ

M
o
咋
ぃ
｀
平

＇ 

ぃ
ヽ
ぃ
｀

ー、

k

ぃ`

＂＂ 

し`

,K、

と
q
"
～i
2
q
"
k
[
O
K
2
q
J
o

I

I

I

 

4
q
J
o

と
q"lo

と
q
"
l
o

較
期
間
の
産
出
量
を
生
産
す
る
に
必
要
で
あ
る
労
働
量
に
対
応
す
る
。

U
篤

二

式

u

(

d

)

各
期
間
に
投
下
さ
れ
た
総
労
働
指
数
の
総
産
出
量
指
数
の
比
率
。

(

a

)

比
較
期
間
の
財
貨
の
組
合
せ
を
生
産
す
る
た
め
に
現
実
に
投
下
さ
れ
た
総
労
働
量
の
基
準
期
間
の
単
位
労
働
必
要
量
で
同

一
の
組
合
せ
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
総
労
働
量
の
比
率
。

(
b
)
個
々
の
単
位
労
働
必
要
量
指
数
の
加
重
平
均
。
ウ
エ
ー
ト
は
、
基
準
期
間
の
単
位
労
働
必
要
量
を
も
つ
て
各
生
産
物
の
比

(

C

)

比
較
期
間
の
平
均
単
位
労
働
必
要
量
の
基
準
期
間
の
平
均
単
位
労
働
必
要
量
の
比
率
。
ウ
エ
ー
ト
は
基
準
期
間
の
単
位
労

働
必
要
量
に
対
応
す
る
二
期
間
の
産
出
量
で
あ
る
。

(
d
)
両
期
間
に
投
下
さ
れ
た
総
労
働
量
の
指
数
の
総
産
出
量
の
指
数
へ
対
す
る
比
率
。
ウ
エ
ー
ト
は
、
基
準
期
間
の
単
位
労
働

必
要
量
に
対
応
し
て
後
者
を
測
定
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
、
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
、
単
位
労
働
必
要
量
が
生
産
物
、
事
業
所
も
し
く
は
産
業
ご
と
に
同
一
の
割
合
で
変
化
す

る
と
き
は
、
す
な
わ
ち

l
-
n
k
l
o

な
る
と
き
は
（
但
し
K
は
常
数
で
あ
る
）
。

2鼻



逆
に
第
三
、
四
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
各
構
成
部
分
に
つ
い
て

l
i
l
l
k
l
o

で
あ
っ
て
も
、
単
位
労
働
必
要
盤
指
数
は

K
に
等
し
く
は
な
ら

故
に
第
一
、
第
ニ
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
も
し
、
各
構
成
部
分
の
個
別
的
な
生
産
性
が
不
変
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
構
成
部
分
の
グ

で

5
)

ル
ー
プ
の
平
均
は
不
変
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
労
働
の
生
産
性
の
第
一
の
概
念
に
対
応
す
る
。
第
三
、
第
四
の
ア
プ
ロ

ー
チ
は
「
た
と
え
各
構
成
部
分
の
個
別
的
な
生
産
性
が
不
変
的
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
構
成
部
分
の
グ
ル
ー
プ
の
平
均
は
不
変
的
で
あ

(

6

)

 

る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
第
二
の
概
念
に
対
応
す
る
。

第
一
式
、
第
二
式
を
計
算
す
る
に
必
要
な
資
料
を
、
あ
る
代
替
的
な
資
料
で
計
算
す
る
こ
と
が
、
上
の
第
一
の
概
念
を
第
二
の
概

念
へ
移
し
か
え
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
式
は
第
三
、
第
四
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
数
学
的
表
現
に
応
ず
る
よ
う
に
表
す
と

労
働
の
生
産
性
測
定
の
某
本
問
題
（
高
木
）

2
m
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担
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但
し
次
式
が
成
立
す
る
と
き
の
み
K
に
等
し
い
。
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0

2

U
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2
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2
h
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で
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そ
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根
拠
は
次
の
通
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で
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る
。
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(

b

)

各
構
成
部
分
に
と
つ
て

同
様
に
第
二
式
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
式
、
第
二
式
は
そ
の
ウ
エ
ー
ト
が
各
期
間
の
単
位
労
働
必
要
量
で
あ
る
な
ら
ば
、
労
働
量
指
数
の
生
産
指
数
へ
対

す
る
比
率
に
対
応
し
、
も
し
資
料
が
欠
如
す
る
と
き
は
こ
れ
に
代
替
す
る
ウ
エ
ー
ト
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
結
果
は
第
一
式
、
第
二
式

に
対
応
し
な
い
。
ウ
エ
ー
ト
W
が
11か
又
は

10に
比
例
し
な
い
式
は
、
直
接
に
各
生
産
物
の
組
合
せ
の
中
で
占
め
る
相
対
的
な
重
要

さ
の
変
動
に
関
連
す
る
追
加
的
な
要
素
の
単
位
労
働
必
要
量
指
数
に
対
応
す
る
。
次
の
等
式
は
こ
れ
を
証
明
す
る
。

(

7

)

 

な
お
、
次
の
式
が
成
立
す
る
場
合
に
は
第
三
、
第
四
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
対
応
す
る
式
と
第
一
式
、
第
二
式
と
の
差
ば
零
で
あ
る
。

(

a

)

各
構
成
部
分
に
と
つ
て

s
uぎ
又

は

sk-
。

s
q
-
W
q
o
 

n
 

2
s
 q; 

I
w
q
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2
m
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伯
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I
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g
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i
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~
-
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5

督
q
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q

o

l

o

2

定。

w

2

逗
i

2

笙
1
0

2
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2

逗
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星
[
-
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且
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し
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2
W
q
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+
x
x
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2
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2
u
q
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―
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ニ
―
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＝
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―
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4
q
i
l
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2
l
o
q
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l
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2
q
J
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l
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註
(
1
)

元
来
、
労
働
の
生
産
性
の
増
加
と
は
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
「
商
品
に
含
ま
れ
る
労
働
の
う
ち
生
き
た
労
働
分
が
減
少
し
て
過
去
の

労
働
部
分
が
噌
甜
し
、
し
か
も
そ
の
結
果
、
そ
の
労
働
の
総
量
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
」
で
あ
り
、
「
過
去
の
労
備
が
噌
加
す
る
以
上

に
生
き
た
労
働
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
」
に
他
な
ら
な
い
0

勿
論
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
此
処
で
い
う
「
過
去
の
労
働
部
分
」
と
は
、
一

部
的
に
は
、
「
固
定
資
産
の
磨
損
分
」
と
全
体
的
に
は
「
そ
の
商
品
に
入
り
こ
む
流
動
的
不
変
贅
本
」
11
「
原
料
お
よ
び
補
助
材
料
」
よ
り
成

り
立
つ
て
い
る
。
故
に
「
原
料
お
よ
び
補
助
材
料
か
ら
生
ず
る
価
値
部
分
は
労
勧
の
生
産
性
〔
の
培
加
〕
に
つ
れ
て
減
少
せ
ざ
る
を
え
な

い
」
の
で
あ
る
。
（
マ
ル
ク
ス
、
賓
本
論
、
第
三
部
、
上
冊
、
長
谷
部
訳
、
宵
木
書
店
版
、
三
七
六
頁
ー
三
七
七
頁
。
こ
の
よ
う
な
労
働
の

生
産
性
の
増
加
を
、
マ
ル
ク
ス
は
、
一
七
七

0
年
か
ら
一
八
四

0
年
の
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
。
「
一
七
七

0
年
に

は
、
大
プ
リ
テ
ン
連
合
王
国
の
人
U
は
千
五
百
万
で
あ
り
、
生
産
に
た
ず
さ
わ
る
人
日
は
三
百
万
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
さ
ら
に
、
生
産

の
科
学
的
能
力
が
個
人
一
千
二
百
万
の
人
口
に
ほ
ぼ
ひ
と
し
か
っ
た
、
だ
か
ら
要
す
る
に
、
一
千
五
百
万
の
生
産
力
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
し
て
、
生
産
能
力
の
人
口
に
た
い
す
る
比
は
一
対
一
の
比
に
ひ
と
し
く
、
科
学
的
熊
力
の
手
の
能
力
に
た
い
す
る
比
は
四
対
一
の
比

に
ひ
と
し
か
っ
た
。
」
と
こ
ろ
が
、
一
八
四

0
年
に
は
「
人
日
は
三
千
万
を
こ
え
て
い
な
か
っ
た
。
生
産
に
た
ず
さ
わ
る
人
日
は
六
百
万

で
あ
っ
た
が
、
科
学
的
能
力
は
六
倣
五
千
万
に
の
ぽ
つ
て
い
た
、
す
な
わ
ち
、
科
学
的
能
力
の
総
人
日
に
た
い
す
る
比
は
ニ
―
対
一
の
比

に
ひ
と
し
く
、
科
学
的
能
力
の
手
の
能
力
に
た
い
す
る
比
は
一

0
八
対
一
の
比
に
ひ
と
し
か
っ
た
。
」
故
に
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
「
労
鋤

日
は
、
七
十
年
か
か
つ
て
、
二
七
o
c
~
ハ
ー
セ
ン
ト
の
生
産
力
の
剰
余
を
獲
得
し
た
。
」
の
で
あ
る
。
（
マ
ル
ク
ス
「
哲
学
の
貧
困
」
ド

イ
ツ
語
版
ご
一

0
頁
ー
大
月
害
店
、
マ
ル
ク
ス

n
ェ
ッ
ゲ
ル
ス
還
集
、
第
一
巻
、
下
、
三
五
九
頁
）

な
お
、
労
働
の
生
産
性
の
噌
大
測
定
す
る
―
つ
の
手
が
か
り
を
な
す
も
の
は
、
ダ
グ
ラ
ス
ー
コ
ッ
プ
函
数
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

P=k.La.c• 

1a
が
こ
れ
で
あ
る
。

P
は
生
産
餓
、

L
は
労
働
量
、

C
は
賓
本
量
、

a
は
常
数
で
あ
る
。
既
述
の
通
り
、
労
拗
の
生
産
性

と
は
、
労
働
の
投
入
単
位
当
り
の
、
労
働
に
よ
っ
て
も
た
さ
れ
た
生
産
効
果
で
あ
っ
て
、
上
の
函
数
式
は
次
の
よ
に
密
き
か
え
ら
れ
る
。

p
 

II 

L
.
C
1
-
a
 

7-

こ
れ
を
指
数
の
形
態
で
表
現
す
る
と
次
式
が
導
か
れ
る
。

I
m
1
1
に
．
（
I
P
y
ー

a
•
100, 

P
J
`
'
C
,
 

ャ
ソ
ポ
ル
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
労
鋤
の
生
産
性
は
労
働
の
生
産
効
果
の
み
よ
り
測
定
さ
れ
ず
、
技
術
的
発
展
、
生
産
組
織
の
改
善
等
の

労
働
の
生
産
性
測
定
の
某
本
問
題
（
高
木
）

2'1 



如
き
他
の
要
素
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
ア
ド
ル
フ
・
ア
ダ
ム
は
「
労
偏
生
産
性
」
と
い
う
言
葉
を
さ
け

て
「
労
働
の
合
珊
性
」

(Die
A
r
b
e
苗
rationaitiit)
と
い
う
表
現
を
用
い
次
式
を
構
成
す
る
。

Q
1
1
p
l
L
•

…
…
L
『1
1芋

1
8
.

さ
ら
に
彼
に
よ
る
と
、
相
対
的
生
産
性
・
・
・
・
・
・
彼
で
は
「
合
珊
性
」
・
・
・
・
・
・
は
次
式
に
よ
る
。

Itoーー
5
k
L
P
i
+

Q
。

I

j

0

1

Q

o

上
式
で

Qo
は
某
準
期
間
の
生
産
量
、

Ql
は
比
載
期
間
の
生
産
量
で
あ
り
、

0
。1
1
0
(
N
2
`
N
”
"
... 
N
r
)
"
0
"
1
1
0
(、"十
4
N
1・
ぶ
＋
4

;

…

…

”
N
2
+
A
h
r
)

で
あ
り
、
ダ
グ
ラ
ス

1
n
ッ
プ
函
数
式
の
謳
験
式
と
し
て
次
式
を
導
く
。

{
（

N
+
4
)
a
l
I
}
・

(M. J
a
m習
lsky,
Die Arbeitsplan日
5
`
S冨
t冨
号

ge
 Praxis, Heft 4
,
 
1
9
5
2
)
 

(Adolf A
d
a
m
,
 Quantitative Betriebsforschung. 
Statisti只
:he
Vierteljahresschrift. 
Bd V. 1
9
5
2
,
 
S. 1
0
8
-
S
.
 1
1
0
)
 

相
対
的
生
産
性
、
す
な
わ
ち
、
生
産
性
の
変
動
測
定
式
と
し
て
、
這
の
ア
ダ
ム
と
同
様
の
式
は
フ
エ
プ
リ
カ
ン
ト
に
よ
る
と
次
の
よ
う

な
形
態
を
と
る
。
右
辺
の
第
一
項
は
紐
済
構
造
不
変
の
場
合
の
生
産
性
の
変
動
を
表
わ
し
、
第
二
項
は
各
分
野
の
生
産
性
の
比
率
を
一
定

不
変
と
し
て
の
構
造
変
動
の
生
産
性
の
及
ぼ
す
影
響
を
表
わ
し
、
第
三
項
は
、
二
変
数
の
変
動
の
結
合
的
放
果
を
表
わ
す
。

さ
n
羞

o
)沖
〕
．
と
〔
斉
＇
泊I
l
a
〕
・2
〔(
n
も
（
塁
）
〕
~

n.I47。
n。

_

n

。

n。

n。

上
式
で
”
は
生
産
性
を
、

h
は
一
人
当
り
の
労
働
時
間
を
、
ナ
プ
ス
ク
．
リ
プ

t
は
期
間
を
示
す
。

(S.
Fabri g
 
nt, 
E
m
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o
y
m
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n
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1
9
3
9
,
 
N
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B
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g
 
u
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E
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g
 
mic Reserch, N
e
w
 York, 1
9
4
2
,
 
P. 
3
3
6ー

3
3
7
)

セ
ン

t
ア
ン
ド
・

リ
ュ
ー
ズ
大
学
の
マ
デ
イ
ソ
ン
は
、
こ
の
式
に
よ
っ
て
カ
ナ
ダ
の
生
産
性
測
定
を
試
み
た
。

(A.
Maddison, 
Productivity 
in 
a
n
 

Expanding E
 8
 nomy, E
 8
 nomic J
o
u
n邑•
Vol. 

LXII, No. 2
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9
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,
 
P. 
5
8
4
-
P
.
 5
9
4
)
 

Q
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Q
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j
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す
な
わ
ち
次
式
が
成
立
す
る
。

(2)L• 

v. 
唇
rtkiewicz,
Z
w
e
c
k
 u
n
d
 Struktur einer 
Preis Er dexzahl, 
N
o
r
d
i
s
k
 Statistisk Tidskrift• 

Bd. 2. 
1
9
2
4
,
 
S. 3
7
0
.
 

(3)I• 

L
.
 
0., 
M
e
t
h
o
d
s
 cf 
La g
 
u
r
 Productivity, 
P. 
60 

(
4
)
 
ibid. 
a. 
a. 
o. 
P. 9
6ー
、

P.
9
7
 

(

5

)

 

ibid 
a. 
a. 
o. 
P. 5
7
 

(

6

)

 

ibid. 
a. 
a. 
o. 
P. 
器

(
7
)

生
産
性
の
変
鵬
測
定
で
残
さ
れ
た
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
他
日
稿
を
改
め
し
遮
ぺ
る
こ
と
に
し
、
本
稿
で
特
に
関
連
の
あ
る
次
の
こ
と
を

・
此
処
で
述
ぺ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
、
計
画
饂
済
に
お
け
る
苓
準
労
働
の
蓬
成
澗
定
の
問
題
で
あ
る
。
サ
ヴ
ィ
ソ
ス
キ
ー
は
蘊
成
度
に

二
種
の
も
の
を
区
分
す
る
。
す
な
わ
ち
、

H
一
時
間
当
り
の
苓
準
量
と
ロ
ー
蔵
業
時
間
毒
り
の
某
準
量
の
達
成
の
二
糧
が
あ
る
。
彼
は
そ

の
達
成
度
の
指
露
と
し
次
の
二
式
を
組
立
て
る
。

（
棗
即
＋
涼
塞
蜻
S
鴻
市
下

K
5
吸
が

T
棗

邑

x
（
封
憾
津
馨
津
）
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字

L
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亘

t
L
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E潜
讃
諮
d
ヰ
寸
h
け
守
灘
堀
忌

I
.
1畢
亘
服
？
0
紺
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〇
濤
湯
隔
＂

（

蓄

邑

x
（
紺
驀
凜
塞
綽
）

(
E
潜
裏
諮
d
o守
灘
暑
亘
）
＋

G
百
暑
亘
）
＋
（
暑
亘
諮
d
o守
灘
福
章
）
．

2
.
 

滋
灘
温
言
服

0
0
溢
揺
諏
〇
幽
涎
滞
II

な
お
、
時
系
別
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
基
準
労
働
量
指
数
は
次
式
に
よ
る
。

鱈
”
索
改
．

こ
の
式
に
よ
る
指
徴
は
分
数
の
分
子
に
必
要
労
働
量
が
入
っ
て
く
る
か
ら
生
産
性
の
変
動
を
特
質
づ
け
る
を
得
な
い
。
故
に
次
式
が
基
準

労
働
時
間
に
よ
る
生
産
性
指
数
と
し
て
と
ら
れ
る
。

鱈
[
鰐

某
準
労
働
量
指
数
よ
り
、
労
働
生
産
性
指
徴
へ
と
う
つ
る
た
め
に
は
、
次
式
に
よ
る
某
準
労
働
量
の
変
化
を
示
す
指
数
を
乗
ず
る
。

2
q
i
_
n
o
 

5
q
I
t
n
1
 （磨＂＊竺・＊

11

胄＂索哨

労
働
の
生
産
性
測
定
の
基
本
問
題
（
高
木
）
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労
働
の
生
産
性
の
測
定
の
問
題
は
、
以
上
で
つ
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
紙
数
の
制
限
の
た
め
本
稿
で
は
述
べ
る
こ
と

の
出
来
な
か
っ
た
こ
れ
と
事
業
所
の
規
模
と
の
関
係
、
経
済
成
長
と
の
関
係
、
国
際
比
較
の
分
析
等
の
一
連
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
つ
い
て
は
他
日
に
ゆ
づ
る
こ
と
と
し
て
、
本
稿
で
は
そ
の
一
応
の
概
念
規
定
と
統
計
的
な
処
理
法
に
つ
い
て

述
べ
た
に
と
ど
ま
る
。

本
稿
は
筆
者
が
ロ
ン
ド
ン
経
済
大
学
で
研
究
中
に
草
稿
を
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
日
本
の
文
献
資
料
を
利
用
し
得
な

か
っ
た
こ
と
を
附
記
し
、
あ
わ
せ
て
同
大
学
R
.
G
.
D
・
ア
レ
ン
教
授
、
西
ド
イ
ツ
統
計
局
長
G
・
フ
ュ
ル
ス
ト
博
士
に
対
し
て

は
資
料
を
贈
与
、
も
し
く
は
貸
与
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
心
よ
り
感
謝
に
た
え
な
い
次
第
で
あ
る
。
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